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表 1-1 アンケートの属性（学科別・学年別の学校種・設立主体別の人数）
⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 学科計
英文 公 14 11 8 15 11 7 5 5 4 13 9 5
私 0 2 5 0 4 8 0 0 1 0 4 8
国 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学科計 14 15 5 13 47
日文 公 31 27 23 25 25 14 11 11 10 13 10 9
私 0 4 8 0 0 9 0 0 2 0 3 4
国 0 0 0 1 1 3 1 1 0 0 0 0
学科計 31 26 12 13 82
文総 公 9 9 7 9 9 6 3 3 2 2 2 2
私 0 0 2 0 0 3 0 0 1 0 0 0
国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学科計 9 9 3 2 23
学部総計 54 50 20 28 152
人生 公 27 23 14 20 20 13 16 15 8 22 20 18
私 0 4 13 0 0 6 0 1 8 0 1 5
国 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0
学科計 27 20 16 23 86
食栄 公 26 24 20 13 12 10 9 8 7 3 3 3
私 0 2 6 0 1 4 0 1 1 0 0 0
国 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0
学科計 27 14 9 3 53
学部総計 54 34 25 26 139
総計 108 84 45 54 291
表 1-2 学年別の学校種・設立主体別人数
⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高
公 107 94 72 82 77 50 44 42 31 53 44 37
私 0 12 34 0 5 30 0 2 13 0 8 17





















16 人＋⚒年：10 人＋⚓年：⚔人＋⚔年：10 人）、公立




13.9％、公立中全体が 257 人であるので約 6.6％、公
立高全体が 191 人であるので約 5.7％の割合となる。
私立では小学校の対象者がおらず、中学全体が 27 人
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表 2 ｢総合的な学習の時間⽜の名称
英文 1年(14 人) 小学校 中学校 高等学校 英文 2年(15 人) 小学校 中学校 高等学校
公立 みどりの時間(1) － － 公立 ちえのわ(1) P.S.(1) サンライズタイム(1)
西小タイム(1) － － みどりタイム(1) ACT(厚別北クリエイトタイム)(1)
総合(10) 総合(10) 総合的な学習の時間(1) 総合(9) 総合(6) 総合(4)
学活(2) 総合(3) 総合学習(1)
？(1) ？(3) ？(3) ？(2) ？(2)
LHR(1) LHR以外ない(1)






日文 1年(31 人) 日文 2年(26 人)
公立 広場活動(1) グループプロジェクト(1) 公立 きらめき(1) 芦中 TIME(1)
かがやき(1) 人間社会と生活(1 年 2､3 年はなし) キラキラ(1)
森のグループ(1) 虹っ子タイム(1)
総合(20) 総合(18) 総合(10) 総合(13) 総合(17) 総合(4)
？(3) 総合の時間(1) ？(8) 総合の時間(1) 総合・あゆみ(1)
生活(1) ？(3) HR(1) 総合学習(1) 総合的な学習の時間(1)
総合的な学習の時間(2) 総合的学習(1) 総合的な学習の時間(1) そうごう(1) 総合学習(1) 総合学習(1)
学活(2) 総合的な学習の時間(2) 総合学習(1) 生活(1) 職業体験以外は？(1) LHR(3)
総合学習(2) ？(5) ？(3) ？(6)






国立 総合(1) ベース・？・ブルーム(1) 総合(1)
？(2)
文総 1年(9 人) 文総 2年(9 人)
公立 山手っ子(1) プロジェクト静中(1) 環境科学概論(1) 公立 緑陽タイム(1) 和光タイム(1) ブルースカイ(BS)タイム(1)
るるタイム(1) 総合(1) 総合(6) さみどり(1) 総合(2)
総合(4) 総合(8) LHRと同じ(2) 総合の時間(1) 総合(5) ？(2)
道徳･生活(1) 総合の時間(1) LHR(1)
？(2) ？(3) ？(1) ？(1)
私立 なし(1) 私立 ？(3)
？(1)
人生 1年(27 人) 人生 2年(20 人)
公立 アクティブ(1) Kita(1) 公立 とんとん(1) けやきタイム(1)
大空(1) 山小タイム(1)
平南タイム(1) 総合(10) 総合(9) 総合(2)
朝のグングンタイム(1) そうごう(2) 総合学習(4) 総合学習(1)
かがやきタイム(1) 総合の時間(2) 総合的学習(1) 総合的な学習の時間(1)
総合(10) 総合(16) 総合(7) 総合的な学習の時間(2) 総合的な学習の時間(1) HR(3)
総合の時間(1) 道徳(1) HR(1) 総合学習(1) HR(1) LHR(3)
総合学習(1) 総合･道徳(1) LHR(4)
生活(3) 学活(1)
？(3) ？(3) ？(1) ？(1) ？(3) ？(3)
学活(3) LHR(1)
道徳(1)








食栄 1年(27 人) 食栄 2年(14 人)
公立 クラブ・アイペット集会(1) 北陽タイム(1) 公立 たがやし(1) RST(Ryokuyo
総合・ファミリー(1) LINK(1) Student Time)(1)
アタック・総合(1) HKT(1) とんとん(1)
総合(12) 総合(7) 総合(6) 総合(3)
総合学習(2) 総合(15) 総合(5) 総合的な学習の時間(1) 総合的な学習の時間(1) LHR(4)
総合的な学習(1) 総合的な学習の時間(1) 総合的な学習の時間(1) HR(1)
道徳(2) 総合的な学習(1)
学活･生活(1) HR(1) LHR(11) LHR(1)
LH(1)
？(5) ？(3) ？(1) ？(3) ？(3) ？(2)
なし(1)
私立 LHR(1) LHR(5) 私立 LHR(1) LHR(2)
HR(1)
？(1) ？(2) ？(1)
国立 総合(1) ブルーム(1) 国立 総合(1) 総合的な学習の時間(1)
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英文 3年(5 人) 小学校 中学校 高等学校 英文 4年(13 人) 小学校 中学校 高等学校
公立 広小っ子の時間(1) ブルースカイ(1) 公立 スタータイム(1) Ｋタイム(1) サンライズタイム(1)
総合(4) 総合(5) 総合(2) ふれあい(1)
はるにれ(1)
ひびきあい活動(1)
？(1) 総合(4) 総合(4) 総合(4)
総合的な学習の時間(2) 総合的な学習の時間(2)
？(3) ？(2)






日文 3年(12 人) 日文 4年(13 人)
公立 ポロモイタイム(1) 豊かな時間(1) BS(ブルースカイ)(2) 公立 そよかぜ活動(1) 舞タイム(1) GP(1)
みすまいタイム(1)
総合(6) 総合(10) 総合(8) こころ(1)
？(4) 総合(9) 総合(9) 総合(7)
総合の時間(1) 名称はなく、講演会など(1)
私立 総合(1) 私立 総合(1)




文総 3年(3 人) 文総 4年(2 人)
公立 こえだ(1) 公立 総合(1) 総合(1) 総合(1)
総合(2) 総合(2) 総合(2) 総合的な学習の時間(1) 総合的な学習の時間(1) 総合的な学習の時間(1)
？(1)
私立 総合(1)
人生 3年(16 人) 人生 4年(23 人)
公立 スタータイム(1) HCT(1) BS(ブルースカイ)(1) 公立 のびのび(1) HCT(ホクト)(2) C プロジェクト(1)
KT(1) にしの木タイム(1)
総合(10) 総合(9) 総合(5) きらり学習(1)
総合的な学習(1) 総合(11) 総合(11) 総合(8)
総合学習(1) 総合学習(2) 総合的な学習の時間(1) 総合的な学習の時間(1) 総合的な学習の時間(1)




？(2) ？(1) ？(1) ？(6) ？(6) ？(2)
私立 ？(1) 総合(2) 私立 宗教(1) 総合(2)
総合学習(1) 宗教(総合)(1)
？(5) ？(2)
国立 桐の子タイム(1) FT(Fuzoku Time)(1)
総合(1)
食栄 3年(9 人) 食栄 4年(3 人)
公立 公立 しゅくばいっ子タイム(1) 総合的な学習の時間(2) 総合的な学習の時間(1)
総合(4) 総合(3) 総合(1) 総合的な学習の時間(1) 総合(1) 総合(1)
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表 4 学校・学年全体での活動
⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年 総計
ある なし ある なし ある なし ある なし ある なし
英文 5 9 3 12 2 3 8 5 18 29
日文 12 19 11 15 4 8 7 6 34 48
文総 3 6 2 7 1 2 0 2 6 17
人生 9 18 8 12 7 9 8 15 32 54
食栄 7 20 4 10 3 6 2 1 16 37








































































公立 私立 国立 公立 私立 国立 公立 私立 国立
国際理解 57 0 3 30 4 1 13 16 0
情報 38 0 1 24 4 1 19 14 0
環境 112 0 1 37 1 0 21 3 0
福祉・健康 68 0 0 54 3 1 15 6 0
児童（生徒）の興味・関心の基づく課題 54 0 1 79 1 5 － － －
地域や学校の特色に応じた課題 121 0 1 65 3 0 － － －
生徒が興味・関心、進路等に応じて設定した課題 － － － － － 84 29 2
自己の在り方生き方や進路について考察する学習活動 － － － － － 101 31 5
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表 6 ⽛総合の時間⽜で得たもの
小学校 中学校 高等学校
公立 私立 国立 計 公立 私立 国立 計 公立 私立 国立 計
①自ら学び考え、主体的に判断する問題解決能力 68 0 2 70 92 12 5 109 66 35 2 103
②報告・討論、発表の仕方などのコミュニケーション能力 97 0 2 99 82 6 6 94 61 27 1 89
③社会体験と通じた勤労観・職業観・社会観 53 0 2 55 94 4 3 101 54 14 2 70
④友達と一緒に活動をするなかでの社会性や協調性 180 0 2 182 128 5 4 137 70 21 2 93
⑤問題解決に主体的・創造的に取り組む態度 41 0 2 43 56 5 3 64 44 12 1 57
⑥情報の集め方・調べ方やまとめ方 122 0 2 124 97 7 5 109 65 29 4 88
⑦地域社会や保護者との交流を通じての社会的マナー 78 0 2 80 68 2 3 73 35 20 2 57
⑧各教科などで身に付けた知識や技能の総合化 17 0 2 19 36 5 2 43 25 18 2 45
⑨社会の変化に対応できる総合的な力 19 0 2 21 32 4 3 39 37 23 1 61

































































































































・⽛キラリ！ わたしの学校 歯舞小 身近に海
漁業をたくさん学ぶ 地引きあみ、料理も体験⽜
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The Studentsʼ Recognition of the Period for Integrated Studies
Kazuto OYA
(Fuji Womenʼs University, Faculty of Humanities, Department of Arts and Science)
This article is an analysis of the questionnaire on the period for integrated studies which
was answered by 291 students in the teacher-training course at Fuji Womenʼs University.
The analysis leads us to the four points below regarding some facts about the period and its
understanding from the studentsʼ points of view.
Firstly, it seems that the period for integrated studies generally works well at every level
of educational institutions. The studentsʼ understanding of the period tells us that it is steadily
carried out and is well-structured both on method and teachers.
Secondly, the study shows that the contents of the lessons are different in each level. The
teachers in elementary schools mainly use the period for the activities collaborated with the
community and workplace experiences, while career education takes a principal position in
junior and senior high schools.
Thirdly, the students understand that the lessons foster them of sociability,
cooperativeness, communication skills, and problem-solving ability. On the other hand, the
students also believe that they have not integrated those skills necessary in the modern
society.
Lastly, the period is conducted in association with special activities, such as homeroom
activity, or moral education classes. This is one of the reasons why the students participated
in the class without knowing upon which category the classes they were taking fell. That is
not a problematic issue by itself, but in my another research it is discovered that the teachers
also tend to carry out the activities without a clear understanding of the period. Schools and
teachers should be aware of the framework of the education curriculum, and yet it should be
pointed out that it is necessary for the teachers to build a beneficial course for the students
without adherence to the curriculum.
Key words: the Period for Integrated Studies, the activities collaborated with the community,
career education
59
⽛総合的な学習の時間⽜に関する学生の認識
